
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会回覧 

交通安全情報北広島 №３ 
北広島市交通安全運動推進委員会 

令和 5 年９月 1 日発行 

 

★期間★ ９月２１日(木)～９月３０日(土) 
★運動の重点★ 
◆ こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全の確保 
◆ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運転等の根絶 
◆ 自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 
◆ スピードダウンと全席シートベルトの着用 

【年間スローガン】ストップ・ザ・交通事故 ～めざせ 安全で安心な北海道～ 

9 月 30 日(土)は「交通事故死ゼロ」を目指す日です。 

７月 20 日(木)11:00 から北広島市芸術文化ホールにおいて、交通安全
市民大会が開催され、市民の皆様や関係機関･団体の方々など、約 200 人
のご参加をいただきました。 
 大会では、すみれ保育園の園児による「ストップの歌」、大曲大谷幼稚園
の代表園児２名による「交通安全宣言」、北広島市東交通安全協会会長によ
る「交通安全誓いの言葉」などが行われ、参加者一同、今後の交通事故防止
を誓いあいました。 
 大会終了後、参加者が、道道江別恵庭線において街頭啓発活動を実施し、
通行車両への交通事故防止を呼びかけました。 
 多数の皆様のご参加をいただき、ありがとうございました。 

７月 26 日(水)～8 月 1 日(火)、小学生による「サマーセーフティ
キャンペーン」を市内の大型店舗 5 店において実施しました。 
このキャンペーンは、交通事故撲滅を目的としており、市内の小学

校 8 校の児童が、店舗に訪れたお客さんに夜光反射材などを配布し
ながら交通安全を呼びかける活動で、今年は、児童 27 人の他、学校
関係者や交通安全指導員の皆様の参加をいただき、総勢 60 人で実施
いたしました。 
活動にご協力いただきました皆様、ありがとうございました。 

小学生による交通安全啓発～交通安全にご協力を‼ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年 7 月末の時点で、市内における人身交通事故は、発生件数 67 件（前年比＋9 件）、負傷者

数 92 人（同＋21 人）、死者数 1 人（同＋1 人）と増加傾向にあります。 

このうち、発生場所の道路形状別では、交差点では 35 件と最も多く発生しています。 

交差点は、様々な車両、二輪車、自転車や歩行者が利用する場所で、多くの危険が存在します。 

 そのため、交差点には、交通を円滑にし、さらに交通事故を防ぐために、横断歩道や信号機が設

置されたり、右折レーンが整備されたりしています。 

 なぜそのような交差点で事故が多く発生するのでしょうか。発生する理由の中には、「うっかり・

ぼんやりしていて見落とした」、「普段は歩行者や自転車がいないから」、「停止線より前に出ないと

左右が見えないから」などいろいろあると思います。しかし、交通ルールを守り、周囲の安全を確

認し、ゆずり合う「やさしい運転に心がける」と交通事故を防ぐことができます。 

 交差点における交通事故防止のため、次のことに注意しましょう。 

◆車 両～ ○交通ルールを守る（信号、一時停止、横断歩道における歩行者保護など） 

      ○「だろう」運転ではなく、「かもしれない」運転に努める 

      ○車の陰から出てくる二輪車・自転車を見落とさない 

◆自転車～ ○交通ルールを守る（信号・一時停止、横断歩道における歩行者保護など） 

  ○車から見えていないと思って行動する 

      ○横断歩道は降りて押して渡る（歩行者との事故防止、車との事故回避可能） 

◆歩行者～ ○交通ルールを守る（歩行者用信号機が点滅している時は渡らないなど） 

○交差点内の車の動きに注目 

      ○薄暮時間帯・夜間に外出する時、明るい服装・夜光反射材の着用 

◆共 通～ ○交差点は危険箇所なので、不用意に道路に出ないという認識を持つ 

 ○渡る前に、「止まる」、「左右を確認する」、「行動する（渡る）」を行う 
    

交差点における交通事故防止 

 今年７月１日から、一定の要件を満たした電動キックボード等が「特定小型原動機付自転車」として、原則、
車道や自転車道等を走行できるようになりました。 
 改正前の電動キックボードは、「一般原動機付自転車」として 

運転免許・ヘルメット・自賠責保険・ナンバープレートが必要、 
車道のみ走行可能、速度制限 ３０キロ 

でしたが、改正後は、新区分の「特定小型原動機付自転車」に該当する電動キックボードは、 
   運転免許は不要、ヘルメットは努力義務、自賠責保険加入やナンバープレート取得・表示が義務、 

速度制限 20 キロ、車道・自転車レーンを走行可能、年齢制限 16 歳以上 
となりました。 
 また、最高時速によって走行できる場所が下記のようになりました。 
   時速制限 6 キロ～自転車走行可の歩道・路側帯、識別灯火は緑色点滅 
   時速制限 20 キロ～車道・自転車レーン、識別灯火は緑色点灯 
 区分が追加された「特定小型原動機付自転車」に関して、一定の危険な行為（信号 
無視、飲酒運転、通行区分違反など）をすると「特定小型原動機付自転車運転者講習」 
の対象となります。交通ルールをしっかり把握してから乗りましょう。 
 
特定小型原動機付自転車とは？ 
◇車体の大きさ、構造 ○大 き さ～長さ 190ｃｍ×幅 60ｃｍ以下 
           ○最高速度 ～ 時速 20 キロ以下 
           ○定格出力 ～ 0.6ｋＷ以下 
◇主な保安基準 ①前照灯 ②警音器 ③最高速度表示灯（緑色の灯火） 

④制動装置（ブレーキ） ⑤方向指示器（ウインカー） 
⑥尾灯・制動灯 ⑦後部反射機 

 ◇ナンバー等  ○市町村交付のナンバープレートが必要 
 ○自賠責保険の加入が必要 
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